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製
剤
と
ア
カ
デ
ミ
ア
製
剤
で
は
、
製
造

方
法
が
異
な
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ア
カ
デ
ミ
ア
で
は
、
ひ

と
り
の
ド
ナ
ー
か
ら
５
〜
10
回
投
与
分

の
Ｍ
Ｓ
Ｃ
製
剤
を
培
養
す
る
の
み
だ
が
、

ひ
と
り
の
ド
ナ
ー
か
ら
１
万
回
投
与
分

の
Ｍ
Ｓ
Ｃ
を
培
養
す
る
企
業
製
剤
で
は
、

長
期
間
の
培
養
を
必
要
と
す
る
。
継
代

を
重
ね
長
期
間
の
培
養
を
行
っ
た
Ｍ
Ｓ

Ｃ
製
剤
で
は
、
治
療
効
果
が
劣
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
お
り
、
海
外
で
は
、
こ
う

し
た
点
を
考
慮
し
て
新
し
い
Ｍ
Ｓ
Ｃ
製

剤
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
製
剤
を
め
ぐ
る
海
外
の
開

発
状
況
を
紹
介
す
る
。

譲
渡
先
が
再
申
請

オ
サ
イ
リ
ス
は
13
年
に
、
プ
ロ
キ
マ

ル
の
開
発
に
見
切
り
を
つ
け
、
そ
の
製

造
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
メ
ゾ
ブ
ラ
ス
ト
に
譲
渡
さ
れ

た
。
メ
ゾ
ブ
ラ
ス
ト
の
Ｍ
Ｓ
Ｃ
製
剤
は

「
レ
メ
ス
テ
ム
セ
ル
」
と
名
付
け
ら
れ
た

が
、
テ
ム
セ
ル
や
プ
ロ
キ
マ
ル
と
同
一

と
考
え
て
よ
い
。
メ
ゾ
ブ
ラ
ス
ト
は
オ

サ
イ
リ
ス
の
失
敗
を
教
訓
に
、
治
験
デ

ザ
イ
ン
に
変
更
を
加
え
、
再
度
、
急
性

Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
に
対
し
て
、
レ
メ
ス
テ
ム
セ

ル
の
治
験
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
オ
サ
イ
リ
ス
は
プ
ロ
キ
マ
ル

の
開
発
に
あ
た
り
、
ラ
ン
ダ
ム
化
試
験

を
実
施
し
た
が
、
レ
メ
ス
テ
ム
セ
ル
は

単
群
試
験
で
あ
る
。
プ
ロ
キ
マ
ル
の
治

験
で
は
、
成
人
と
比
較
し
て
、
小
児
に

お
い
て
有
効
率
が
高
か
っ
た
こ
と
や
、皮

膚
単
独
の
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
で
は
効
果
が
乏
し

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
治
験
の
対
象
を
17

歳
ま
で
と
し
、
皮
膚
単
独
の
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ

患
者
は
治
験
の
対
象
か
ら
外
し
た
。

ま
た
、
対
象
患
者
の
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
の
重

症
度
や
治
療
開
始
時
期
も
変
更
さ
れ
た
。

プ
ロ
キ
マ
ル
で
は
、
主
要
評
価
項
目
は

28
日
間
持
続
す
る
完
全
反
応
（
Ｃ
Ｒ
）

で
あ
っ
た
が
、
レ
メ
ス
テ
ム
セ
ル
の
主

要
評
価
項
目
は
治
療
開
始
後
28
日
目
に

お
け
る
Ｃ
Ｒ
と
部
分
反
応
（
Ｐ
Ｒ
）
を

併
わ
せ
た
全
反
応
（
Ｏ
Ｒ
）
率
で
あ
る
。

９
月
１
日
号
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
評

価
項
目
の
取
り
方
次
第
で
、
有
効
性
の

評
価
が
ま
っ
た
く
異
な
る
こ
と
も
あ
る

の
だ
。

17
年
12
月
に
は
60
人
の
患
者
リ
ク
ル

ー
ト
も
終
了
し
、
そ
の
結
果
、
Ｏ
Ｒ
は

69
％
と
プ
ロ
ト
コ
ル
で
規
定
さ
れ
た
閾

値
奏
効
割
合
の
45
％
を
上
回
る
結
果
が

得
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
を
も
っ
て
、
メ

ゾ
ブ
ラ
ス
ト
は
、
小
児
移
植
患
者
に
発

症
し
た
急
性
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
の
治
療
薬
と
し

て
、
再
度
、
レ
メ
ス
テ
ム
セ
ル
の
薬
事

申
請
を
行
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
Ｆ
Ｄ
Ａ
が
承
認
し
た
と
の

ニ
ュ
ー
ス
は
入
っ
て
い
な
い
。

ラ
ン
ダ
ム
化
試
験
で
承
認
が
得
ら
れ

な
か
っ
た
製
剤
で
も
、
ラ
ン
ダ
ム
化
試

験
を
必
要
と
し
な
い
早
期
承
認
制
度
を

利
用
す
れ
ば
、
対
象
を
絞
り
、
評
価
項

目
を
変
え
る
な
ど
の
工
夫
に
よ
っ
て
、薬

事
承
認
が
得
ら
れ
る
道
が
開
か
れ
た
と

も
い
え
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
効
果
が
安
定

し
た
Ｍ
Ｓ
Ｃ
製
剤
を
得
る
に
は
、
免
疫

抑
制
効
果
が
強
い
骨
髄
血
提
供
ド
ナ
ー

の
選
択
と
、
培
養
期
間
を
２
継
代
ま
で

に
止
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
欧
州

の
ア
カ
デ
ミ
ア
グ
ル
ー
プ
は
、
複
数
の

ド
ナ
ー
由
来
骨
髄
血
を
ミ
ッ
ク
ス
し
、継

代
培
養
も
２
継
代
ま
で
に
止
め
て
安
定

し
た
免
疫
抑
制
効
果
が
得
ら
れ
る
Ｍ
Ｓ

Ｃ
バ
ン
ク
を
創
設
し
た
。
実
際
、
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
に
反
応
が
み
ら
れ
な
い
Ⅲ
／

Ⅳ
度
の
急
性
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
を
発
症
し
た
症

例
を
対
象
に
、
バ
ン
ク
由
来
の
Ｍ
Ｓ
Ｃ

製
剤
を
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
投
与
開
始

28
日
後
の
Ｏ
Ｒ
は
77
％
と
有
望
な
成
績

が
得
ら
れ
て
い
る
。

欧
州
に
お
い
て
は
、
移
植
施
設
が
製

造
し
た
ア
カ
デ
ミ
ア
製
剤
の
使
用
が
主

流
で
あ
る
。
最
近
、
欧
州
骨
髄
・
末
梢

血
移
植
グ
ル
ー
プ
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
を
自
施

設
で
製
造
し
て
い
る
17
の
移
植
施
設
を

対
象
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

臍
帯
血
を
用
い
て
い
る
２
施
設
を
除
き
、

15
施
設
が
細
胞
ソ
ー
ス
と
し
て
骨
髄
血

を
用
い
て
い
た
。
ま
た
、
13
施
設
は
異

種
血
清
の
使
用
を
避
け
る
た
め
、
企
業

製
剤
と
は
異
な
り
、
培
養
に
牛
胎
児
血

清
を
用
い
ず
、
ヒ
ト
血
小
板
融
解
液
を

用
い
て
い
る
。

名
古
屋
大
学
で
も
テ
ム
セ
ル
が
市
販

さ
れ
る
以
前
は
、
自
施
設

で
ヒ
ト
血
小
板
融
解
液
を

用
い
て
骨
髄
Ｍ
Ｓ
Ｃ
を
製

造
し
て
い
た
。
欧
州
で
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と

に
、
各
施
設
間
で
製
造
法

の
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
多
施
設
共
同

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

米
国
で
も
、
移
植
施
設

を
対
象
に
、
自
施
設
で
の

Ｍ
Ｓ
Ｃ
製
造
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ

た
。
欧
州
と
同
様
に
、
多

く
の
施
設
は
細
胞
ソ
ー
ス

に
骨
髄
血
を
用
い
て
、
ヒ
ト
血
小
板
融

解
液
を
添
加
し
て
い
る
。
米
国
の
Ｍ
Ｓ

Ｃ
製
造
施
設
の
多
く
は
、
細
胞
療
法
認

定
機
構
（
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
）
の
認
定
を
受
け

て
お
り
、
う
ち
１
施
設
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０

０
１
の
認
定
を
受
け
て
い
た
。

日
本
の
ア
カ
デ
ミ
ア
が
今
後
、
自
施

設
で
細
胞
療
法
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
施
設
認
定
制
度
の
整
備
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
名

古
屋
大
学
の
セ
ル
プ
ロ
セ
ッ
シ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
は
、
06
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
か
ら
の

認
定
を
受
け
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
製
造
を
開
始

し
た
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
で
有
望
な
結
果

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ

ャ
ー
で
あ
る
サ
イ
ナ
ー
タ
・
セ
ラ
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ク
ス
は
、
個
人
差
と
培
養
期
間

の
問
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
他
家
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
Ｍ
Ｓ
Ｃ
を
開
発
し
て
い

る
。
17
年
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

英
国
に
お
い
て
16
人
の
成
人
急
性
Ｇ
Ｖ

Ｈ
Ｄ
患
者
を
対
象
に
第
Ⅰ
相
試
験
を
開

始
し
た
。
そ
の
結
果
、
投
与
開
始
後
28

日
に
お
け
る
Ｃ
Ｒ
が
40
％
、
Ｏ
Ｒ
が
80

％
、
全
生
存
率
が
87
％
と
極
め
て
有
望

な
結
果
が
得
ら
れ
、
19
年
か
ら
は
、
第

Ⅱ
相
試
験
を
開
始
し
た
。
サ
イ
ナ
ー
タ

は
、
富
士
フ
イ
ル
ム
と
ラ
イ
セ
ン
ス
オ

プ
シ
ョ
ン
を
結
ん
で
お
り
、
日
本
で
の

販
売
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

日
本
で
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｒ
フ
ァ
ー
マ
の
テ

ム
セ
ル
が
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
製
剤
と
し
て
は
世

界
に
先
駆
け
て
薬
事
承
認
を
得
た
。
し

か
し
、
米
国
で
プ
ロ
キ
マ
ル
が
承
認
を

逃
し
た
経
緯
を
知
っ
て
い
る
識
者
か
ら

は
、
同
一
製
剤
で
あ
る
テ
ム
セ
ル
の
有

効
性
を
疑
問
視
す
る
声
も
あ
る
。
そ
し

て
、
再
生
医
療
等
製
品
を
対
象
と
す
る

日
本
の
条
件
及
び
期
限
つ
き
承
認
制
度

に
対
し
て
、
批
判
の
目
が
向
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
。

一
方
で
海
外
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
に

よ
る
Ｍ
Ｓ
Ｃ
バ
ン
ク
や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由

来
Ｍ
Ｓ
Ｃ
製
剤
の
開
発
が
進
ん
で
い
る

状
況
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

現
在
、
テ
ム
セ
ル
に
つ
い
て
は
表
皮
水

疱
症
や
新
生
児
低
酸
素
虚
血
性
脳
症
へ

の
適
応
拡
大
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
日

本
と
海
外
の
間
で
再
生
医
療
製
剤
の
承

認
に
違
い
が
あ
る
こ
と
は
、
日
本
に
お

け
る
再
生
医
療
の
健
全
な
発
展
に
と
っ

て
好
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
は
ず
だ
。

日
本
で
市
販
さ
れ
て
い
る
急
性
Ｇ
Ｖ

Ｈ
Ｄ
治
療
薬
「
テ
ム
セ
ル
」
は
骨
髄
間

葉
系
幹
細
胞
（
Ｍ
Ｓ
Ｃ
）
由
来
の
製
剤

で
、
米
オ
サ
イ
リ
ス
・
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ク
ス
が
開
発
し
た
「
プ
ロ
キ
マ
ル
」

と
同
一
の
製
剤
で
あ
る
。
日
本
で
は
、Ｊ

Ｃ
Ｒ
フ
ァ
ー
マ
が
オ
サ
イ
リ
ス
の
技
術

を
導
入
し
て
、
テ
ム
セ
ル
の
開
発
を
行

い
薬
事
承
認
さ
れ
た
。
だ
が
、
プ
ロ
キ

マ
ル
は
ラ
ム
ダ
ム
化
試
験
で
有
効
性
が

示
せ
ず
、
米
国
食
品
医
薬
品
局
（
Ｆ
Ｄ

Ａ
）
か
ら
の
薬
事
承
認
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
い
わ
く
付
き
の
薬
剤
だ
（
本
誌
９

月
１
日
号
参
照
）。

名
古
屋
大
学
を
含
め
、
ア
カ
デ
ミ
ア

で
製
造
し
た
Ｍ
Ｓ
Ｃ
製
剤
の
多
く
は
、

急
性
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
の
治
療
薬
と
し
て
効
果

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
じ
Ｍ
Ｓ
Ｃ

製
剤
で
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
効
果
に
違

い
が
み
ら
れ
る
の
か
が
研
究
さ
れ
た
。骨

髄
血
を
提
供
す
る
ド
ナ
ー
間
で
免
疫
抑

制
効
果
に
違
い
が
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、同

じ
Ｍ
Ｓ
Ｃ
製
剤
で
あ
り
な
が
ら
、
企
業

MSCの分化

顕微鏡下の間葉系幹細胞（MSC）、脂肪細胞や骨芽細胞に分化する。

脂肪細胞
脂肪滴

骨芽細胞

「
テ
ム
セ
ル
」を
承
認
し
た
日
本
の
再
生
医
療
は
健
全
か

Ｍ
Ｓ
Ｃ
製
剤
の
海
外
開
発
状
況
か
ら	
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